
平成30年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

平成29年11月2日

上場会社名 内海造船株式会社 上場取引所 東

コード番号 7018 URL http://www.naikaizosen.co.jp/

代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 川路　道博

問合せ先責任者 （役職名） 取締役常務執行役員管理本部長 （氏名） 原　耕作 TEL 0845-27-2111

四半期報告書提出予定日 平成29年11月10日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

（百万円未満切捨て）

1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 14,331 △12.4 150 ― 107 ― 104 ―

29年3月期第2四半期 16,359 17.3 △8 ― △411 ― △425 ―

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　114百万円 （―％） 29年3月期第2四半期　　△513百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 61.93 ―

29年3月期第2四半期 △251.10 ―

※当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し
て、「１株当たり四半期純利益」を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第2四半期 30,287 7,572 25.0

29年3月期 29,348 7,491 25.5

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 7,572百万円 29年3月期 7,491百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― ― ― 2.00 2.00

30年3月期 ― ―

30年3月期（予想） ― 20.00 20.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

※当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。平成30年３月期（予想）の１株当たり期末配当金については、
当該株式併合の影響を考慮した金額を記載しております。株式併合を考慮しない場合の平成30年３月期（予想）の１株当たり期末配当金は２円となり、１株当た
り年間配当金につきましても２円になります。詳細につきましては、「業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項」をご覧ください。

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 30,500 △0.9 500 △8.7 350 13.9 300 8.4 176.94

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

※当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。平成30年３月期の連結業績予想における１株当たり当期純利
益については、当該株式併合の影響を考慮しております。詳細については、「業績予想の適切な利用に関する説目、その他特記事項」をご覧ください。



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 2,253,000 株 29年3月期 2,253,000 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 557,531 株 29年3月期 557,531 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 1,695,469 株 29年3月期2Q 1,695,559 株

※当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮
定して、「期末発行済株式数」、「期末自己株式数」及び「期中平均株式数」を算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想の利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る」説明をご覧ください。

（株式併合後の配当及び連結業績予想について）

　当社は、平成29年６月22日開催の第92回定時株主総会において、株式併合について承認可決され、平成29年10月１日を効力発生日として、普通株式10株に
つき１株の割合で株式併合を行っております。なお、株式併合考慮前に換算した平成30年３月期の配当予想及び連結業績予想は以下のとおりとなります。

１．平成30年３月期の配当予想

　　１株当たり配当金

　　　期末　 ２円00銭

２．平成30年３月期の通期業績予想

　　１株当たり当期純利益

　　　通期　17円69銭
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や日銀の金融緩和政策を背景に、企業収益や

雇用・所得環境等の改善が進み、景気は緩やかな回復基調をもって推移しました。一方、世界経済においては、東

アジアにおける地政学的リスクの高まりや米国の政策動向による日本経済への影響に対する懸念等もあり、依然と

して先行き不透明な状況が続いております。

 このような状況のもと、当第2四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は143億31百万円（前年同四半

期比12.4%減）、営業利益は1億50百万円（前年同四半期は営業損失8百万円）となりました。また、当期は為替の

影響が軽微であったことにより、経常利益は1億7百万円（前年同四半期は経常損失4億11百万円）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は1億4百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失4億25百万円）となりま

した。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他 合計
調整額

（注）

四半期連結損益

計算書計上額船舶事業

売上高 14,080 505 14,585 △254 14,331

セグメント利益 594 7 602 △451 150

（注）セグメント利益の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

①船舶事業

 新造船市場におきましては、海運マーケットには回復の兆しがみられるものの、船腹および造船能力の過剰な状

態は解消されておらず、新造船マーケットは厳しい状況が続いております。

 改修船工事におきましても、修繕費用の抑制により、国内及び国外造船所との熾烈な競争を強いられ、受注・採

算面ともに厳しい状況となりました。

 このような状況のもと、当第2四半期連結累計期間の船舶事業全体の業績につきましては、売上高140億80百万円

（前年同四半期比12.5%減）、セグメント利益5億94百万円（前年同四半期比35.1%増）となりました。受注につき

ましては、新造船2隻、修繕船等で88億34百万円を受注し、受注残高は、新造船14隻他で397億92百万円となりまし

た。

 

②その他

 陸上・サービス事業につきましては、公共・民間設備投資は、底堅く推移したものの、夏場の天候不順がレジャ

ー消費にマイナスに作用するなど、個人消費については力強さを欠き、依然として厳しい経営環境が続きました。

 このような状況のもと、当第2四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高5億5百万円（前年同四半期比

10.0%減）、セグメント利益7百万円（前年同四半期比33.2%減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（連結財政状態）

（単位：百万円）

 
前連結会計年度

（平成29年3月31日）

当第2四半期連結会計期間

（平成29年9月30日）
増減

総資産 29,348 30,287 938

負債 21,856 22,714 857

純資産 7,491 7,572 80

 

 総資産は、前連結会計年度末の293億48百万円から9億38百万円増加し、302億87百万円となりました。

 これは主に、売掛金が減少したものの、現金及び預金、前渡金、未収消費税等が増加したことによるものであり

ます。

 

 負債は、前連結会計年度末の218億56百万円から8億57百万円増加し、227億14百万円となりました。

 これは主に、未払消費税等及び工事損失引当金が減少したものの、長期借入金が増加したことによるものであり

ます。

 

 純資産は、前連結会計年度末の74億91百万円から80百万円増加し、75億72百万円となりました。

 これは主に、利益剰余金が増加したことによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 通期の連結業績予想につきまして、現時点においては、平成29年5月11日に公表いたしました業績予想から変更

はありません。

 なお、今後の業績に変動を与える事象が生じた場合には、速やかに開示いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年3月31日) 
当第2四半期連結会計期間 

(平成29年9月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 8,815 12,635 

受取手形及び売掛金 8,060 4,592 

商品 2 2 

仕掛品 230 327 

原材料及び貯蔵品 143 182 

その他 560 1,039 

貸倒引当金 △6 △8 

流動資産合計 17,806 18,771 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 2,049 1,993 

構築物（純額） 1,013 1,000 

機械装置及び運搬具（純額） 1,031 989 

土地 4,709 4,711 

その他（純額） 460 520 

有形固定資産合計 9,264 9,215 

無形固定資産    

その他 34 76 

無形固定資産合計 34 76 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,141 2,100 

退職給付に係る資産 75 70 

その他 111 139 

貸倒引当金 △85 △85 

投資その他の資産合計 2,243 2,224 

固定資産合計 11,542 11,515 

資産合計 29,348 30,287 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年3月31日) 
当第2四半期連結会計期間 

(平成29年9月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 6,726 6,854 

短期借入金 3,737 4,075 

未払費用 846 988 

未払法人税等 55 22 

未払消費税等 152 － 

前受金 2,681 2,198 

船舶保証工事引当金 58 72 

工事損失引当金 390 190 

その他 180 217 

流動負債合計 14,828 14,620 

固定負債    

長期借入金 4,597 5,767 

再評価に係る繰延税金負債 802 802 

退職給付に係る負債 1,287 1,243 

資産除去債務 68 69 

その他 272 212 

固定負債合計 7,028 8,094 

負債合計 21,856 22,714 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,200 1,200 

資本剰余金 672 672 

利益剰余金 5,740 5,811 

自己株式 △2,016 △2,016 

株主資本合計 5,596 5,667 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 350 357 

繰延ヘッジ損益 5 △0 

土地再評価差額金 1,585 1,585 

退職給付に係る調整累計額 △45 △37 

その他の包括利益累計額合計 1,895 1,904 

純資産合計 7,491 7,572 

負債純資産合計 29,348 30,287 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第2四半期連結累計期間 
(自 平成28年4月 1日 
 至 平成28年9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成29年4月 1日 

 至 平成29年9月30日) 

売上高 16,359 14,331 

売上原価 15,742 13,596 

売上総利益 617 734 

販売費及び一般管理費    

給料及び手当 121 125 

その他 503 457 

販売費及び一般管理費合計 625 583 

営業利益又は営業損失（△） △8 150 

営業外収益    

受取配当金 9 12 

為替差益 － 3 

受取地代家賃 9 9 

その他 4 2 

営業外収益合計 23 28 

営業外費用    

支払利息 54 52 

支払保証料 1 1 

為替差損 354 － 

その他 16 17 

営業外費用合計 426 71 

経常利益又は経常損失（△） △411 107 

特別利益    

固定資産売却益 0 0 

特別利益合計 0 0 

特別損失    

固定資産除却損 4 0 

投資有価証券評価損 11 － 

特別損失合計 15 0 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△426 108 

法人税、住民税及び事業税 5 2 

法人税等調整額 △5 0 

法人税等合計 △0 3 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △425 104 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△425 104 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第2四半期連結累計期間 
(自 平成28年4月 1日 
 至 平成28年9月30日) 

当第2四半期連結累計期間 
(自 平成29年4月 1日 

 至 平成29年9月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △425 104 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △89 6 

繰延ヘッジ損益 － △5 

退職給付に係る調整額 1 8 

その他の包括利益合計 △88 9 

四半期包括利益 △513 114 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △513 114 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。
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平成２９年１１月２日  

                                                                          内海造船株式会社 

（コード番号７０１８） 

                                平成３０年３月期第２四半期決算の概要         

１．当第２四半期の業績について 

     当第２四半期は下表のとおり、前期に比べて、個別、連結とも減収増益の決算となった。       （百万円未満切捨て） 

区 分 
前第２四半期 

（Ａ） 

当第２四半期 

（Ｂ） 

比 較 

（Ｂ－Ａ） 

 

売 

 

上 

 

高 

 

個 

 

 

別 

船 

舶 

事 

業 

新 造 船 （１０隻）  １４，００５ （１０隻）  １２，６８８             （０隻）△１，３１６  

改 修 船 （３８隻）   １，９６８ （４３隻）   １，２６３ （５隻）   △７０４  

そ の 他 ８５ １００ １４  

計 １６，０５８ １４，０５２ △２，００６  

陸上・サービス事業 ４２ ４４ １  

計 １６，１０１ １４，０９７ △２，００４  

連結 

子会社 

船舶事業 ３９ ２８ △１１  

陸上・サービス事業 ２１８ ２０５ △１２  

計 ２５８ ２３３ △２４  

連 

結 

船舶事業 １６，０９８ １４，０８０ △２，０１７  

陸上・サービス事業 ２６１ ２５０ △１１  

合計 １６，３５９ １４，３３１ △２，０２８  

 （注）個別・連結売上高の減収要因は、船種の違い及び工事進捗率の違いから１隻あたりの売上高が減少したことによる。 

 

（百万円未満切捨て） 

区 分 
前第２四半期 

（Ａ） 

当第２四半期 

（Ｂ） 

比 較 

（Ｂ－Ａ） 

損 

 

益 

経  常 

利  益 

個 別 △４２２ １１０ ５３２ 

連 結 △４１１ １０７ ５１９ 

四半期 

純利益 

個 別 △４３６ １０８ ５４４ 

連 結 △４２５ １０４ ５３０ 

（注）個別・連結の増益要因は、経常利益、四半期純利益とも、当期は為替の影響が軽微であったことによる。 

 

２．船舶事業の受注状況について 

新造船市場においては、海運マーケットには回復の兆しがみられるものの、船腹及び造船能力の過剰な状態は解消されておら

ず、新造船マーケットは厳しい状況が続いている。 

改修船工事においても、修繕費用の抑制により、国内及び国外造船所との熾烈な競争を強いられ、受注・採算面ともに厳しい状

況となった。 

このような状況のもと、受注については、新造船２隻、修繕船他で８８億３４百万円を受注し、受注残高は、新造船１４隻他で３９７

億９２百万円となった。 

 

３．平成３０年３月期の業績予想について 

通期の業績予想について、現時点においては、平成２９年５月１１日に公表した業績予想からの変更はない。 

なお、今後の業績に変動を与える事象が生じた場合には、速やかに開示する。 

                                 （単位：百万円） 

区 分 
通期（予想） 

個  別 連  結 

売 上 高 ３０，０００ ３０，５００ 

営 業 利 益 ５００ ５００ 

経 常 利 益 ３５０ ３５０ 

当期純利益 ３００ ３００ 

（おわり） 
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